
報　　文

550．93；55正．782．1／，791　（524）
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Abstract

　　Geology　ofthe　Miocene　to　Pleistocene　Series　in　the　Tokachi　Region　has　been　clari丘ed

by　many　investigators　recently，The　authors　se丑ected　three　horizons　and　perfbrmed　K－Ar　dating

on　samples　obtained　from　each　horizon．

　　Anorthoclase　contained　in　the　Ohkawa　welded　tuff　is　dated　at15、1±0，6m。y。Biotite

obtained丘om　the　Inashibetsu　tuf｛』which　has　once　been　correlated　to　the　Olduvai　Event　only

by　means　of　paleomagnetic　stratigraphy，is　dαted　as4，1土1．1m．y．．Biotite　fヒom　the　Meto　tuff

gives　an　inaccurate　age　of　L2土2、2m。y．causd　by　high　contamination　of　atomospheric40Ar・

1．　まえがき

北海道東部の十勝平野を中心とした地域には，中新世

から更新世にわたる地層が広く分布することが早くから

知られていた（大石・渡辺，19321根本・大石・渡辺，

1933）．戦後岡崎（1957）および三谷（1964）によって新

第三系上部の研究がなされて来たが．1960年代後半から

十勝団体研究会によってこの地域の研究が進み，新第三

系から第四系にかけて多くの事実が明らかにされた（十

勝団体研究会，1968∋山口，1970∋松井・松沢・山口，

19701山口・松井・松沢・春目井・田中・小林，19731）；

松井・山口・松沢・木村・宮坂，1975）。

　一方，橋本・藤原・太田（1968），　湊（1971）および

FuJlwARA　et　aL（1975）によって古地磁気学的調査も

進み，この地域が北海道におけるタイプセクションとさ

れたりしている．この中でとくに鮮新一更新世の境界問

題についての意見の差が明らかとなった。

　筆者らのうち山口と佐藤は，1965年以来十勝団体研究

会とともに十勝地域の研究に従事し・1971年には20万分

の1地質図の編さんを行った（山口・佐藤・松井，1971）・

その中で層序がほぼ明らかとなった現在，同位体年代の

　目技術部
　＊＊北海道支所

＊＊＊地質部
1）以下山口・他（1973）とする，

測定が重要な課題であると考えて試料の採集につとめ，

柴田がその測定を行った．ここにその結果を報告する．

　十勝地域における地質について山口と佐藤は，北海道

大学松井愈助教授をはじめとする十勝団体研究会の方々

に，かねてから共同調査を通じて討論をしていただいて

来た。また年代測定実験に際しては，地質調査所内海茂

技官にご援助をいただいた．上記の方々に厚く御礼申し

上げる．

2、地　　質

　十勝地域の中新統一更新統の層序・構造・岩相につい

ては，豊頃丘陵を山口（1970）によって，上士幌一芽登

地域を山口・他（1973）によっておおよそが報告され，

鮮新統一更新統については松井・他（1975）によって総

括されている．これらから作成した層序表は第1表，地

質図は第1図の通りである．

　これらのうち，とくに最近論議され，本報告に関連す

るものを以下に述べる．
　　　とうぺり
　2。1　当縁緑色凝灰岩層の大川溶結凝灰岩について

　根本・大石・渡辺（1933）および根本（1933－a）は中

川郡豊頃町（現在）大川およびその付近において，新第

三系を貫き，または覆うアルカリ岩をみいだし，根本

（1933－b）およびNE瓢oTo（1934）はこの岩石を大川

岩と命名した．大川岩はエジリン輝石・アノーソクレー
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　　　　1：段丘堆積物，2：上旭ケ丘軽石流堆積物，3：渋山層，4：芽登凝灰岩層7

　　　　5：長流枝内層（北部相），6＝長流枝内層（南部相），7：池田層，8：足寄層

　　　　（下愛冠溶結凝灰岩），9：駒畠含化石層，10：糠内層，11：大樹層および生花

　　　　苗層，12：大川層，13：当縁緑色凝灰岩層および豊頃爽炭層，14：豊頃層，

　　　　15：試料採取位置

第1図　十勝地域の地質図と測定試料採取位置図

　　　　地質図は主に山口（1970）および山口・他（1973）による．
Fig。1　Geological　map　ofthe　Tokachi　Region　and　sample　localities．，
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北海道十勝地域における中新統一更新統のK－Ar年代（柴田賢・山口昇一・佐藤博之）

第1表 十勝地域の地質層府表　　　　　　　　　主に山口（1970）および山口。他（1973）による

Table　l　Stratigraphic　sequence　of　the　Tokachi　Region。
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岩 質

礫・砂および粘土

石英安山岩質軽石流堆積物

凝灰質シルト層・凝灰質砂層の互層・
しばしば亜炭層を伴う

石英。黒雲母を含む軽石流堆積物，
基底部に降下軽石層1－2m

北十勝から由来した火山岩礫主の礫
層と軽石流堆積物の互層，亜炭層を
伴う

斜層理の発達する凝灰質砂礫層・貝
化石を含む砂シルト層
古期岩の円礫からなる砂礫層

シルト岩・砂岩および礫岩の互層，
凝灰岩亜炭層を伴う
猿別凝灰岩層
稲士別凝灰岩層

最上部：下愛冠溶結凝灰岩
中　部：凝灰質砂岩・泥岩（亜炭を
　　　　挾む）
最下部：亜炭を挾む安山岩質火山砕
　　　　屑岩

軟かい砂岩および潅汰の悪い礫岩

上部：
主部：

下部：

分級の良い軟い細粒砂岩
分級の良くない帯青暗灰色の
細粒砂岩
シルト岩と細粒砂岩互層，全
般に黒雲母片が多い

帯緑灰色の珪藻質，凝灰質塊状シル
ト岩

上部：珪藻質シルト岩と硬質シルト
　　　岩の互層
中部：礫岩・砂岩（北西部に厚い）・
　　　軽石質凝灰岩・灰色泥岩
下部：板状硬質頁岩
　　　基底に海緑石質砂岩

暗灰色泥岩
下部に青灰色細粒砂岩の薄層が多く
挾在し，砂岩層に移化する

青灰色細ないし中粒砂岩，基底部に
下位火山岩類の礫からなる礫岩

緑色凝灰岩・玄武岩・安山岩・流紋
岩溶岩および同質溶結凝灰岩（大川
溶結凝灰岩）

砂岩泥岩互層，石炭のレンズを伴
う．基底礫岩

輝緑凝灰岩を主とし，チャートおよ
び石灰岩のレンズを伴う

化　石　そ　の　他

地形面によって区分される

軽石の鉱物組成Hyp＞Aug＞Hor

鉱物組成Bio＞Hor＞Hyp

陸成堆積層

Pα痂膨6勉ク65506競5，めαα76ηα吻，

オ6ぬ襯9癬，oケ卿酪ツθ5506励，
0・n6h・66」6厩磁，躍5ぬ5α6h繭η6一

η読など寒流系内湾性化石種

汽水一陸成堆積層
　（安山岩質細粒凝灰岩）鉱物組成
Aug＞H：yp

（黒雲母を含む石英安山岩質凝灰岩）

北部にのみ分布する陸成堆積層

海棲貝化石

下部に“滝川一本別化石動物群’7

珪藻化石が多い

中，上部に“磁gα痂65”が多い
海棲貝化石

砂質有孔虫化石を多産

海棲貝化石

05舵α，σo痂6吻および植物化石
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ス・赤鉄鉱および白榴石様粒状鉱物を斑晶に有する流紋

岩で，披璃質ソーダ流紋岩（根本，1933－b）およびAegi－

rine－augitehyalo－rhyolite（NEMoTo，1934）と呼ばれ，

岩石区の上でも特異なものとして注目された．

　佐藤（1970）は本地域を調査して，大川岩が溶結凝灰

岩であることをみいだし，その岩体を大川溶結凝灰岩と

した．山口（1970）はさらに大川溶結凝灰岩が当縁緑色

凝灰岩層に含まれ，大川層によって不整合に覆われるこ

とを明らかにした．

　このように当縁緑色凝灰岩層は豊頃來炭層を不整合に

覆って，大川層に不整合に覆われ，さらに“硬質頁岩”

を主とする生花苗層が累重するなど，大川溶結凝灰岩の

層準が明らかとなり，その岩質と相まって，年代測定に

意義がもたれるようになった．

　2・2鮮新統一更新統の境界について

　糠内層はFoπ珈碗碗磁hα5観　を含む本別一滝川動物

群を産出することから，時代が鮮新世であることに問題

はない．駒畠含化石層はその分布が局地的であり，糠内

層の異相とも考えられる（山口，1970）．化石はFo漉一

卿擁蝋αhα5履を含むが，それ以外は本別一滝川動物群

と共通するものが少なく，西南北海道瀬棚層産出の動物

群との共通種が含まれていることが特徴となっており，

その時代を鮮新世と考えて妥当であろう．

　池田層は根本・大石・渡辺（1933）によって新第三系

とされたが，橋本（1954）は御影図幅の調査の結果，池

田層を第四系とした．岡崎（1957）は池田層の時代を鮮

新世とし，池田層基底部には2層の凝灰岩があって，下

位を稲士別凝灰岩層，上位を猿別凝灰岩層と命名した．

三谷（1964）もまた池田層の時代を鮮新世後期とした．山

口・他（1973）は，橋本（1954）の“池田層”が長流枝

内層を覆う別個の地層であることを明らかにし，渋山層

と再定義して池田層から独立させた．湊（1971）は主に十

勝平野から北方の火山岩の古地磁気を測定し，それらの

層序と，稲士別および猿別両凝灰岩層の古地磁気が正帯

磁していることから池田層基底の両者をMatsuyama

Reversal　EpochのOlduvai　Event，すなわち更新世初期

のものとした．FuJ王wARA　et　aL（1975）も同様の考え

を踏襲している．

　第1表の時代論の根拠となった松井・松沢・由口（1970）

は，従来の池田層上部が中下部を不整合に覆い，産出す

る化石が寒冷化の様相を示すことから，これを長流枝内

層と新称して前期更新世に属するものとした．

　岡（1973）は，松井・松沢・山口（1970）の長流枝

内層を上部池田層と呼びT％71翻」αsp・，五ηα4α7αSP・，

P蜘4碗傭短磁6n廊，Do5乞痂孟α襯0紘伽5∫5，M676徽吻

6h伽痂η4，3μ5ぬん瞬ん・伽，P670π観αρ70♂o∂6雇05α，ハ4ツα

6％雁ノ・7痂5等の第三紀絶滅種が存在する事実から，池田

層（長流枝内層）の動物群を全体として鮮新世の北目本

太平洋側に普辺的な動物群に類似するとしている．

　以上をとりまとめると，この地域の更新統基底として

は，1）池田層基底，湊（1971）およびFuJlwARAetaL

（1975），2）長流枝内層基底，松井・松沢・山口（1970），

山口（1970）および山口・他（1973），3）長流枝内層より

さらに上位（岡，1973），の3つの考え方があることにな

る．

　2・3　中下部更新統の古地磁学的研究

　山口・他（1973）の著者の1人，田中実は小久保公司

とともに十勝平野北方の火山岩の古地磁気の測定を行

い，上旭ケ丘軽石流堆積物および芽登凝灰岩層が正帯

磁，長流枝内層から7点の逆帯磁を見出し，上旭ケ丘軽

石流堆積物をBrunhes　Normal　Epoch，芽登凝灰岩層を

Matsuyama　Reversal　EpochのJ翫ramillo　Event（0。94

m・y・前を中心とした0。05m，y，間）2）に相当するものと

考えた．

　最近FuJlwARA　et　aL（1975）は芽登から十勝川上流

にかけての火山岩の古地磁気編年を行い，高橋・三谷

（1970）のキトウシ溶岩と974・7m山溶岩の逆帯磁から，

これらをM貧tsuyamaReversalEpochの最新期（0．70

m．y．前からJaramilloEventまで）3）とした．高橋・三

谷によると，キトウシ溶岩・947・7m山溶岩および芽登

凝灰岩の3者はそれぞれ独立して分布しており，累重関

係は確認されていない．したがって，高橋・三谷（1970）

の層序にもとづいて編年を行ったとするならば，若干の

問題があり，前出した田中との意見の相違について論議

するには，今後の層位的検討と年代測定をかみ合わせな

ければならない．

　一方，KANEoKA　and　SuzuKI（1970）は音更川床から

採取した黒曜石の年代をK－Ar法で1，53±：0．11m。y。

前，フィッション・トラック法でL65±0．15m。y・前と

した．十勝地域北部では音更川上流十三の沢周辺に黒曜

石の分布が知られているが，その産状は明らかでない．

黒曜石礫は長流枝内層の北部相に大量に含まれている

が，これらが同一起源とするならば，長流枝内層北部相

の堆積は約L6m・y・前以降に行われたこととなる．

3．試料と測定法

　測定は大川溶結凝灰岩のアノーソクレース斑晶，稲士

別凝灰岩層の黒雲母，芽登凝灰岩層の黒雲母について行

った．

2），3）Cox，DoELL　and　DARLYMPLE（1968）による．
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北海道十勝地域における中新統一更新統のK－Ar年代（柴田賢・山口昇一。佐藤博之）

　3．1試料の記載

HS－1　（アノーソクレース）

　流紋岩質溶結凝灰岩（大川溶結凝灰岩）

産地：十勝国豊頃町大川上流，右岸の大川溶結凝灰岩最

　　初の露頭
斑晶：アノーソクレース・エジリン輝石・赤鉄鉱・根本

　　　（1933－a）による白榴石様粒状鉱物

基質：淡褐色ガラス，扁平化したビトロクラスチック組

　　織が明瞭

髄Sぞ　（黒雲母）

　流紋岩質凝灰岩（池田層基底部の稲士別凝灰岩層）

産地：十勝国幕別町稲士別川入口より東方約1・5kmの

　　幌内沢入口，岡崎（1957）による模式地

産状：分級作用をわずかに受けただけの軽石に富む凝灰

　　岩・軽石塊は3－10cm，軽石・基質とも黒雲母・

　　石英を含む．黒雲母は軽石塊から分離した．

HS－3　（黒雲母）

　流紋岩質軽石流堆積物（芽登凝灰岩層）

産地：十勝国上士幌町芽登市街北西約3km，美利別川右

　　岸の崖
産状：直下に層厚約1mの降下軽石堆積物を伴う軽石流

　　堆積物．軽看塊の最大直径は20cmに及び，2－

　　　5cmのものが多い．発泡は不良である，黒雲母

　　　は軽石塊から分離した。

　3．2測定方法

　試料鉱物からのアルゴン抽出・精製は石英一パイレッ

クス製の高真空装置内で行い，試料を約1，300℃で20分

間加熱．チタンスポンジと酸化銅でガスを精製した．ア

ルゴン同位体比の測定はReynolds型質量分析計を用い

て静作動方式で実施した．カリウムの定量は原子吸光法

によった．年代の計算に用いた定数はλβニ4・72×10－1Q／

y，λe＝0。584×10－10／y，40K／K＝0，0119atom％である、

4。考　　察

3層準から得られた試料のK－Ar年代は第2表の通り

である．

　4。1大川溶結凝灰岩

　大川溶結凝灰岩の15・1土0・6m・y・という値は試料の

状態からみて信頼のおける値である．この値は中期中新

世初頭にあたり，池辺・高柳・千地・鎮西・池辺・中世

古・柴田（1973）による対比試案によると，北海道西南

’部の訓縫層，東北地方の西黒沢層に相当する．大川溶結

凝灰岩を含む当縁緑色凝灰岩層の上位には，海成の大川

層・生花苗層が累重している．生花苗層はいわゆる硬質

頁岩を主とする地層であり，北海道では八雲層・軽舞層

とほぼ同じ岩相を呈している．今後は大川層・生花苗層

のくわしい研究が必要であろう，一方，当縁緑色凝灰岩

層が溶結凝灰岩を含む陸成層を主とするならば，同時期

北海道・東北地方の緑色凝灰岩層が海成層であることに

くらべて，地史学上の考察にも重要である．

　4．2稲士別凝灰岩層

　稲士別凝灰岩層は池田層の基底であり，上位の猿別凝

灰岩層とともに広く追跡される重要な鍵層である．本層

の時代論については地質の項ですでに述べたが，今回測

定された4・1土1・1m・y・の値はかなり大きい測定誤差を

考慮に入れても，本層は少なくとも01duvaiEventには

相当しないことを示し，岡（1973）および松井・他（1973）

の考え方の方を裏づけるものといえよう，

　4、3芽登凝灰岩層

　本層の年代に関しては，黒雲母に含まれる大気アルゴ

　ンの割合が98・8％と大きく，その絶対量はL5×10－5

ccSTP／g以上と推定される．この大気アルゴンは2GO℃

前後の焼出しでは除かれない。したがって求められた年

代はL2土2。2m．y．という大きな誤差を伴うものであっ

た．この結果からは現在のところ，ほぼ更新世に属する

　ものであろうという推察以外は論議できない．

　この地域の新しい時代の火山岩については，黒雲母よ

　りもむしろガラスに富む岩石の全岩測定の方がより有効

　とも思われ，今後は確実な地質層序に立脚した上で，下位

　の岩石からの年代測定を行っていきたいと考えている．

第2表　K－Ar年代測定結果

Table2　K－Ar　age　results。

Sample
No．

HS－1

H：S－2

HS＿3

R．ock　type

Rhyolitic　welded　tuff

Rhyolitic　pumice　tufr

　　　　　（ln＆shibetsu　tuff）

Rhyolitic　pumice　How　deposit

　　　　　（Metotu仔）

Ana！yzed
speclmen

Anorthoclase

Biotite

Biotite

K20
（％）

15．51

16。14

1
6．03

　40Arrad
（10－6ccSTP／9）

2．75

0．834

Atomospheric
　40Ar（％）

37．5

94。6

0．232 98．8

Age（m。y．）

15．1±0．6

4．1土1．1

L2士2．2
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　　　　　　5．ま　とめ
北海道十勝地域における中新統一更新統の新生代層に

ついては，最近その地質層序が明らかになり，とくに上

部鮮新統以上の地層については古地磁気編年が行われ

て，論議されるようになってきた．筆者らが新生代層の

3層準から得られた試料についてK－Ar年代測定を行っ

たところ

1）　当縁緑色凝灰岩層の大川溶結凝灰岩から得られた

　アノーソクレースは15。1±0．6m。y．の値を示した。

2）一部に古地磁気編年によりOlduvai　Eventとさ

　れた稲士別凝灰岩層から得られた黒雲母は4・1±L　l

　m・y・の値を示した．これは古地磁気編年が層序の

　確立と同位体年代測定とを組み合わせて行わなけれ

　ばならない例である．

3）更新統の芽登凝灰岩層から得られた黒雲母は大気

　アルゴン割合が98、8％と高率のため）L2土2。2m。y。

　の値を示した．今後は全岩について測定を進めてい

　きたい．
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